
　

ご
参
加
頂
い
た
仲
の
良
い
ご
夫

婦
に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
の
寺
め
ぐ
り

 

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

　
　
　

  

　　

秋
の
深
ま
る
10
月
６
日
、
飯
山

公
民
館
主
催
の
、
秋
の
寺
め
ぐ
り

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
で
３
回
目
の
参
加
で
し
た

が
、
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ

て
十
月
と
し
て

は
暖
か
い
と
い

う
よ
り
、
熱
い

感
じ
が
し
ま
し

た
。

　

飯
山
小
唄
に

「
寺
は
三
十
六
、

鐘
な
ら
愛
宕
」

と
あ
る
よ
う

に
、
江
戸
時

代
か
ら
寺
の
多

い
街
で
、
現
在

で
も
二
十
の
寺

が
在
る
そ
う
で

す
。
島
崎
藤
村

も
「
雪
国
の
小

京
都
」
と
呼
ん

総
合

学
習
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飯山市 の歴史

　湯滝橋はかつて上境の渡しと
よばれ、上境と野沢温泉坪山間
を結び、野沢温泉への湯治客や
物資の輸送に利用されました。
　昭和 8 年（1933）、何艘もの
舟を浮かべその上に板を渡した
舟橋が完成しました。昭和13 年

（1938）、舟橋から木橋に架け替
えられました。昭和15 年（1940）
には、この橋より上流 100 ｍの
ところに洪水対策上つり橋が架
けられ、その後発生した洪水を
乗り越えてきました。このつり橋
の塔柱は現在も右岸に残されて
います。昭和 39 年（1964）、現
在の橋が完成しました。
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湯滝橋（上境の渡し）

「
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
」 （
開
催
報
告
）

飯
山
市
公
民
館
＆
飯
山
公
民
館
共
催
事
業 

小山周次≪南瓜と甘藷≫1946 年 長野県信濃美術館蔵

長
野
県
信
濃
美
術
館
移
動
展

平
成
25
年
度

　

長
野
県
信
濃
美
術
館
の
収
蔵

作
品
を
よ
り
多
く
の
方
に
鑑
賞

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
移
動
展
を

開
催
し
ま
す
。
信
州
の
風
景
・
静

物
・
人
物
・
動
物
・
抽
象
な
ど
の

テ
ー
マ
別
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、

様
々
な
角
度
か
ら
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

・
会　

期　

12
月
17
日
㈫
～

　
　
　
　
　
　
　

12
月
26
日
㈭

・
会　
場　

飯
山
市
美
術
館

　
　
　
　
　
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
開　

館　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
休　

館　

12
月
24
日
㈫

・
観
覧
料   

大　
人
３
０
０
円

　
　
　
　

 

大
学
生
１
５
０
円

　
　
　
　

 

高
校
生
以
下 

無
料

※
飯
山
市
美
術
館
常
設
展
を
ご

覧
に
な
る
場
合
は
、
飯
山
市
美

術
館
の
入
館
料
が
別
途
必
要
に

な
り
ま
す
。

・
お
問
合
せ　

飯
山
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
�
１
５
０
１

長
野
県
信
濃
美
術
館

　
　
☎
０
２
６-
２
３
２-

０
０
５
２

移
動
展
関
連
企
画

﹁
東
山
魁
夷
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
！
季
節
を
感
じ
る
立
体
絵
画

を
作
ろ
う
﹂

　

小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
季
節
感
溢
れ
る
東

山
魁
夷
の
作
品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
、
軽
量
粘
土
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
立
体
絵
画
を
制
作
し

ま
す
。
美
術
が
苦
手
な
方
に
も
お

す
す
め
の
内
容
で
す
の
で
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
日　

時　

12
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

・
場　

所　

飯
山
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　

 

１
０
１
会
議
室

・
講　

師　
長
野
県
信
濃
美
術
館

                            

学
芸
員

・
参
加
費　

無　

料

※
持
ち
物
不
要
。
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。 

・
定　
員　

20
名

※
小
学
生
以
上
対
象(

低
学
年
は

保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
下
さ
い)

・
申
込
み　

飯
山
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
５
０
１

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

16
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
西
敬
寺
～
蓮
證
寺
～
西
来
寺
～

真
宗
寺
～
善
覚
寺
～
本
学
寺
の
約

２
時
間
半
、
各
寺
院
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、

真
宗
寺
さ
ん
で
は
飯
山
名
産
の
最

中
を
お
茶
請
け
に
、
お
茶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す

か
…
？

　

特
に
今
回
は
飯
山
町
の
南
部（
善

覚
寺
・
本
学
寺
）
方
面
を
計
画
し

た
と
こ
ろ
好
評
で
し
た
。

宮
澤　

純
夫

      　

洋
子

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

だ
ぐ
ら
い
、
飯
山
に
は
寺
の
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
飯
山
に
住
ん
で
い
な
が

ら
、
寺
町
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
す

る
ま
で
は
、
我
が
家
の
菩
提
寺
の

本
学
寺
と
隣
組
の
善
覚
寺
ぐ
ら

い
し
か
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
初
に
参
加
し
た
時
、
名
前

は
聞
い
て
い
た
が
、
一
度
も
訪
れ

た
こ
と
が
無
い
寺
院
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　

今
回
の
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
坂
晶

子
さ
ん
の
案
内
で
各
寺
院
の
見
所

や
由
来
を
興
味
深
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
又
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
御
一
緒
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
飯
山
公
民
館
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぶらり、いいやま散歩をしてみませんか？

人 権
学 習 シ リ ー ズ

民
生
部
の
窓
口
か
ら
        　

　
　
民
生
部
長　
　

丸 

山　

信 

一

　
市
役
所
に
は
、
毎
日
た
く
さ
ん

の
市
民
が
来
訪
さ
れ
ま
す
。
特
に

民
生
部
は
住
民
票
や
戸
籍
、
転

入
転
出
、
医
療
保
険
や
年
金
、
ゴ

ミ
処
理
、
高
齢
者
介
護
、
健
康

相
談
、
障
害
や
福
祉
医
療
、
生
活

相
談
な
ど
の
多
く
の
窓
口
が
あ
り

ま
す
。

　
「
市
役
所
は
敷
居
が
高
い
」
と

よ
く
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。「
上

か
ら
目
線
」「
堅
苦
し
い
」
な
ど

が
代
表
で
し
ょ
う
か
。
先
ご
ろ
、

市
役
所
一
階
の
通
路
の
拡
幅
や
イ

ス
に
座
っ
て
手
続
き
な
ど
が
で
き

る
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
の
整
備
、
案

内
体
制
の
見
直
し
な
ど
行
い
環
境

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
窓
口
対
応

の
職
員
研
修
も
行
い
、
接
遇
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
は
初
め
て
接
す
る
市
民

と
の
会
話
が
始
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
相
談
の
業
務
が
進
み
ま

す
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
転
入

さ
れ
た
方
、
親
戚
の
方
な
ど
様
々

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
制
度
に

は
決
ま
り
事
や
限
界
が
あ
る
た

め
、
市
民
に
理
解
頂
く
こ
と
に
苦

労
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
お
叱

り
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
に
お
け
る
人
の
活
動
は
、

日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
経
済
活

動
に
し
ろ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
し

ろ
、
人
と
人
と
の
会
話
か
ら
始
ま

る
も
の
で
す
。

　

市
役
所
の
業
務
、
特
に
民
生
関

係
の
行
政
分
野
は
原
則
と
し
て
対

価
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
分

野
で
す
。「
官
」
と
し
て
の
信
用
を

前
提
に
、「
個
」
と
し
て
の
職
員
と

市
民
の
お
互
い
の
信
頼
の
関
係
を

確
認
し
な
が
ら
会
話
が
さ
れ
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情
報
を
受
け
取
り
、

あ
り
の
ま
ま
を
受
け
止
め
、
次
に

何
に
困
っ
て
い
る
か
、
何
が
必
要

で
あ
る
か
の
把
握
が
さ
れ
、
具
体

的
対
応
と
進
み
ま
す
。

　
こ
う
し
て
広
く
市
民
の
人
権
に

向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
市
民
の
立
場
や
思
い
に

︻
寄
り
添
う
気
持
ち
︼
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
人
権
の
基
本
の
一
つ

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
仕
事

を
し
た
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

ふ
る
さ
と
館
の

﹃
ご
利
用
案
内
手
引
き
﹄

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
た
だ
い
ま
好
評
配
布
中
！

　

ふ
る
さ
と
館
ご
利
用
の
３
つ
の

特
長
、「
見
て
学
ぶ
」「
さ
わ
っ
て
学

ぶ
」「
体
験
し
て
み
る
」
を
写
真
で

わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
地
域
行
事

や
育
成
会
、
学
校
活
動
な
ど
に
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
石
臼
」「
せ
ん
た
く
板
」「
火

お
こ
し
」
な
ど
各
種
体
験
も
！

・
お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
館
（
☎
�
２
０
３
０
）

﹁
ふ
る
さ
と
館 

　
　
　
　
　
秋
ま
つ
り
﹂

～
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
～

　

10
月
５
日
㈯
６
日
㈰
に
行
わ

れ
た
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。「
な
つ
か
し
屋
台
に

寄
っ
て
が
し
」
を
合
言
葉
に
、
恒

例
の
駄
菓
子
屋・輪
な
げ・水
ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

大
盛
況
。
お
い
で
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大盛況でした！！！

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



◇
秋
津
地
区
文
化
祭

　

10
月
27
日
㈰
に
秋
津
公
民
館
、

秋
津
小
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
体
育
館
で
は
恒
例
の
「
ふ
れ

あ
い
音
楽
祭
」
も
行
わ
れ
、
地
元

サ
ー
ク
ル
の
発
表
や
小
学
生
に
よ

る
歌
の
披
露
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
み
ゆ
き
野
吹
奏
楽

団
、
城
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
を
お

招
き
し
、
と
て
も
迫
力
の
あ
る
演

奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

「
趣
味
の
作
品
展
」
や
天
ぷ
ら
う

ど
ん
、
綿
あ
め
、
駄
菓
子
な
ど
の

出
店
も
あ
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◇
全
日
本
早
起
き
野
球
大
会
結
果

　

９
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
に
北

海
道
千
歳
市
で
第
33
回
全
日
本

早
起
き
野
球
大
会
に
秋
津
野
球

同
好
会
「
オ
ー
ル
秋
津
Ｂ
」
が
出

場
し
ま
し
た
。

◇
切
り
絵
講
座

　
10
月
12
日
㈯
に
秋
津
公
民
館

で
坪
井
公
民
館
長
が
講
師
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
27
日
㈰
の
文

化
祭
に
制
作
し
た
切
り
絵
を
出
展

し
て
も
ら
お
う
と
、
公
民
館
・
育

成
会
・
秋
津
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
下
絵
に
沿
っ
て
切
る
だ
け
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、
細
か
い

部
分
は
み
な
さ
ん
真
剣
な
表
情
で

制
作
を
し
て
い
ま
し
た
。
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秋

津

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

力作が勢揃い！

小学生による歌の発表

﹁
な
か
な
か
言
葉
に
し
に
く
い
の
で
す
が
・
・
・
﹂

　

今
回
は
瑞
穂
公
民
館
専
門
部

員
の
吉
越
健
吾
さ
ん
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

彼
は
、
瑞
穂
地
区
関
沢
在
住
の

次
男
で
37
才
、
Ａ
型
の
独
身
。
仕

事
は
、
な
ん
と
仏
像
彫
刻
。
な
ん

で
？
ど
う
し
て
？
い
つ
か
ら
？
と
、

多
く
の
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
彼
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

20
歳
前
後
の
時
、
テ
レ
ビ
で
仏
像

彫
刻
の
世
界
を
知
り
興
味
を
持
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
21
歳
で
一

人
京
都
へ
。
そ
こ
で
13
年
間
修
行

し
、
34
歳
で
戻
り
、
現
在
も
彫
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
工
房
で
取
材
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
一
言
「
す
ご

い
で
す
」。
よ
く
こ
ん
な
細
か
な
ラ

イ
ン
が
彫
れ
、
一
本
の
木
か
ら
立

体
像
を
彫
り
出
す
事
が
で
き
る
も

の
だ
と
本
当
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

将
来
の
夢
は
？ 

と
尋
ね
る
と
、

「
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き
る
作
品
は

彫
れ
な
い
が
、
い
つ
か
は
展
示
会

を
開
き
た
い
。」
と
の
事
で
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
な
か
な
か
言

葉
に
し
に
く
い
の
で
す
が
、
人
並

み
に
結
婚
し
、仕
事
に
私
生
活
に
、

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
。」
そ
う

で
す
。

　

本
当
に
す
ば
ら
し
い
好
青
年
で

す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
取
材: 

瑞
穂
公
民
館
広
報

部
員
（
藤
本
英
喜
）

　

美しい仏像が彫りあがります

真剣な表情の吉越さん

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
︵
開
催
報
告
︶

10
月
５
日
㈯
６
日
㈰
、
飯
山

市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第

８
回
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
朝
に
降
っ
た
雨
も
上
が

り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
館
い

た
だ
き
、
展
示
や
発
表
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
で
行
わ

れ
た
長
野
市
篠
ノ
井
出
身 

東
京

都
市
大
学
教
授
新
保
良
明
氏
の

講
演
会
で
は
、「
テ
ル
マ
エ・ロ
マ
エ
」

や
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
な
ど
の
お

な
じ
み
の
映
画
の
場
面
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
館
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

目からウロコの講演会でした！

10 月26日㈯ 27日㈰に飯山市公民館にて展示の部が、11月３日㈰飯
山市民会館にて舞台発表の部が行われました。

展示では市内の小中学生が製作した絵画・版画・習字などの飯水児童
生徒図工美術・習字作品選抜展作品が飾られ、来場者は力作を鑑賞して
いました。

また舞台発表の部では、市内の小中学校や、市内で活躍する団体の、
合わせて13 団体が、日頃の成果を発表しました。会場に詰めかけた多く
の皆さんが、子供たちの熱演に見入っていました。 城北・城南中吹奏楽合同バンドの迫力の演奏！

青少年芸術祭 

第３4 回 飯山市 青少年芸術祭

～展示の部 力作が展示されました～

～舞台発表の部 出場した全団体が素晴らしい演技を披露してくれました～

飯山小学校６年生

岡山小学校笹川太鼓

白鳥バレエ学園 飯山教室

児童劇なかま「でらこーや」

飯山小学校合唱隊 ＣＨＡＲＭＹ

常盤小学校 5・6 年生戸狩小学校 音楽クラブ

Ｆｒｅｅ Ｓｉｚｅ 飯山小学校５年生

Ｓｍｉｌｙ



週
間
設
け
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
方
に
地
区
の
芸
術
家
や
名
工
の

作
品
を
鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◇
お
か
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

今
月
の
展
示
は
、「
焼
き
物
の

達
人　

藤
巻
文
栄
」
さ
ん
で
す
。

　

花
瓶
や
お
皿
な
ど
力
作
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
防
災
や
犯
罪
予
防
の

講
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
期
日　

12
月
10
日
㈫

・
場
所　

富
倉
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
第
63
回
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
に
外

様
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

26
日
の
前
夜
祭
で
は
、
10
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
飯
山
市
駅
伝
大

会
で
健
闘
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
へ

の
地
区
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
事
業
「
歌
を
楽
し

む
教
室
」
参
加
者
に
よ
る
外
様
村

歌
の
発
表
、
ダ
ン
ス
や
日
本
舞
踊

の
披
露
、
顔
戸
の
語
り
部
・
栗
岩

保
子
さ
ん
に
よ
る
物
語
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
中
曽
根
劇
団
に
よ
る

演
劇
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」、
そ

し
て
今
年
の
地
区
敬
老
会
で
も
好

評
を
博
し
た
中
曽
根
の
久
保
田
賢

泣
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
大
会

に
向
け
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き

た
各
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
非
常
に

残
念
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
天
候
の

中
で
も
大
勢
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
、
ま
た
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
予
定
し
て
い

た
催
し
も
滞
り
無
く
行
う
こ
と
が

　
初
戦
の
相
手
は
最
多
出
場
、
最

多
優
勝
を
誇
る
強
豪
チ
ー
ム
で
あ

り
結
果
は
０
対
１
と
１
回
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
ベ
ン
チ
を
含

め
た
全
員
野
球
で
失
点
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

◇
第
50
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
木
島
公

民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
50
周
年
を
記
念
し
て

「
き
じ
ま
五
人
展
」、「
ふ
わ
ふ
わ
ラ

ン
ド
」
な
ど
を
行
っ
た
他
、「
坂
井

芋
の
種
芋
展
示
」
や
「
食
文
化
の

会
の
す
い
と
ん
汁
サ
ー
ビ
ス
」
な

ど
で
秋
の
芸
術
鑑
賞
と
共
に
楽
し

み
ま
し
た

◇
第
46
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
27
日
㈰
、
19
チ
ー
ム
が

地
区
１
周
の
11
区
間
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

プ
ゲ
ー
ム
も
好
評
で
、
子
供
た
ち

が
長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

・
地
区
駅
伝
大
会
の
結
果
（
10
チ

ー
ム
参
加
、
内
オ
ー
プ
ン
５
チ
ー

ム
）
８
区
間
８・８
ｋ
ｍ

（
正
規
チ
ー
ム
）

優　

勝　
四
ツ
屋
チ
ー
ム

準
優
勝　

南　

条
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

藤
ノ
木
Ａ
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
）

優　

勝　
大　
川
チ
ー
ム

◇
い
ず
み
だ
い
保
育
園
児
と
の
交

流
会

　

去
年
、
富
倉
ま
で
来
て
も
ら
っ

て
お
年
寄
り
た
ち
に
喜
ば
れ
た
こ

ど
も
達
と
の
交
流
会
を
、
今
年
も

行
い
ま
す
。
こ
ど
も
達
の
踊
り
や

芝
居
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

二
さ
ん
に
よ
る
変
面
・
手
品
な
ど

で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
昨
年
の
法
寺
区

に
続
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
尾
崎
区
の
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
生
憎
の
雨
天
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
お
餅
や
新
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
と
い

っ
た
振
る
舞
い
や
出
店
の
富
倉
そ

ば
・
食
文
化
の
会
の
笹
ず
し
な
ど

は
今
年
も
完
売
状
態
。
大
勢
の
皆

さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
、
と
て

も
楽
し
い
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

◇
第
４
回
常
盤
地
区
公
民
館
・

育
成
会
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
20
日
㈰
に
公
民
館
・
育

成
会
主
催
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
種
目
は

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
い
う
も
の
で
、
フ

リ
ス
ビ
ー
と
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
組

で
き
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
盛
大
な

文
化
祭
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

来
年
も
よ
り
工
夫
を
凝
ら
し
、

地
域
で
創
り
上
げ
る
文
化
祭
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

10
月
27
日
㈰
台
風
27
号
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
雨
の
中
、
柳

原
地
区
文
化
祭
及
び
地
区
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
で
は
四
ツ
屋
が

見
事
初
優
勝
し
ま
し
た
！
オ
ー
プ

ン
チ
ー
ム
の
部
で
は
大
川
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

趣
味
の
作
品
展
に
は
多
く
の
素

晴
ら
し
い
作
品
が
出
展
さ
れ
、
所

作
の
披
露
で
は
藤
ノ
木
区
の
「
獅

子
舞
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

子
ど
も
会
育
成
会
主
催
の
ト
ラ
ン

◇
太
田
地
区
の
か
か
し

　
今
年
作
成
さ
れ
た
９
体
の
う

ち
、
最
も
人
気
の
あ
っ
た
「
か
か

し
」
は
蕨
野
公
民
館
作
成
に
よ
る

「
く
ま
も
ん
が
熊
本
か
ら
や
っ
て

き
た
」
で
し
た
。

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　

10
月
20
日
㈰
、
数
年
ぶ
り
に

会
場
を
太
田
公
民
館
に
戻
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
に
も

関
わ
ら
ず
大
勢
の
方
に
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
品
の
展
示
期
間
を
１

去年は肩たたきしてもらって大喜び！

み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
参
加
者

は
、
２
３
２
人
で
16
チ
ー
ム
で
し

た
。
各
集
落
対
抗
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
運
動
会
以
来
の
白
熱
し
た

試
合
が
繰
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１

試
合
７
分
間
と
い
う
短
い
間
で
す

が
、
大
人
に
は
少
し
厳
し
い
よ
う

で
し
た
。

優　

勝　
小
泉
A
チ
ー
ム

準
優
勝　
上
野
チ
ー
ム

３　

位　

下
水
沢
B
チ
ー
ム

４　

位　
チ
ー
ム
か
ず
き（
戸
隠
）

◇
学
習
講
座
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

　
毎
年
恒
例
の
門
松
作
り
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て
は
、

12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
常
盤
公
民

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3435  総合学習センターだより / 13.11

常

盤

太

田

岡

山

是非おいでください！！

外

様

雨の中、どのチームも頑張りました！

素晴らしい出来映えです

大迫力です！

見事な作品にびっくり！

巨大ふわふわランドも登場

文化祭の様子

昨年の様子。一緒に門松を作りませんか？

力作が勢揃いしました！

優勝おめでとうございます！

柳

原

富

倉

　

今
年
は
、
上
新
田
チ
ー
ム
が
他

の
強
豪
チ
ー
ム
を
押
さ
え
、
見
事

に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優　

勝　
や
っ
た
ぜ
上
新
田

準
優
勝　

其
綿　

塔
ノ
原

３　

位　
野
坂
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

関
係
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

　

10
月
27
日
㈰
瑞
穂
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
瑞
穂
地

区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
予
報
に
反
し
て
朝
か
ら

生
憎
の
雨
模
様
、
時
折
遠
く
の
空

に
青
空
が
顔
を
覗
か
せ
る
も
結
局

雨
は
上
が
ら
ず
、
肌
寒
い
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
地
区
駅
伝
大
会

は
、
選
手
の
体
調
を
考
慮
し
泣
く

木

島

瑞

穂

元気よくスタート！
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日9：30 ～ 17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

12/１ 日 10:30～おはなしひろば
２ 月 月曜休館
３ 火
４ 水 移動図書館車③コース
５ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
６ 金 移動図書館車④コース
７ 土 移動図書館車④コース
８ 日 10:00～ブックスタート
９ 月 月曜休館
10 火
11 水 移動図書館車①コース
12 木 10:30～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②コース
14 土
15 日 10:30～おはなしひろば
16 月 月曜休館
17 火
18 水 移動図書館車③コース
19 木 10:30～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車④コース
21 土
22 日 10:30～おはなしひろば
23 月 祝日休館（天皇誕生日）
24 火 休館日（祝日振替）
25 水 移動図書館車①コース
26 木 10:30～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車②コース
28 土
29 日 年末休館
30 月 年末休館
31 火 年末休館

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
２
０
１
４

　
著
者　
ク
レ
イ
グ
・
グ
レ
ン
デ
ィ
編

　
発
行　
㈱
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ

　在命中世界最高齢の女性は何
歳？、２００ｍｌのマスタードを
飲み干した最短記録は？、世界一
高いひまわりって何十ｍ？、とん
でもない驚きの記録と、知ってい
るとちょっと楽しいトリビアが満
載のギネス世界記録最新版です。

ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

後
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

る
事
業
で
す
。

　

都
合
が
つ
か
ず
、
当
初
の
予
定

に
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
保
護
者
の

方
も
、
毎
月
第
２
日
曜
日
の
10
時

か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
翌

月
以
降
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。

　

ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
絵
本

　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
１
時
間
程
度
、
図
書

館
3
階
の
多
目
的
室
に
お
い
て

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
あ
そ
び
・
紙
芝
居
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す

郷
土
の
本
、

　
　
　
　

寄
贈
の
お
願
い

は
、
対
象
年
齢
が
３
才
ま
で
の
お

子
様
に
適
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
10
月
初
旬
に
、

３
才
ま
で
の
お
子
様
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
方
で
、
以
前
に
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
に
欠
席
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
へ
の
参
加
の
ご
案
内

を
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

案
内
ハ
ガ
キ
の
内
容
を
良
く
お

読
み
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
図
書
館
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

昨年の様子
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よ
み
も
の

速
読
の
基
本
が
面
白
い
ほ
ど
身
に
つ
く
本

癖
の
心
理
学

名
言
が
い
っ
ぱ
い

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
代
都
市

初
め
て
の
人
の
た
め
の
契
約
書
の
実
務

デ
ー
タ
分
析
っ
て
こ
う
や
る
ん
だ
！
実
況
講
義

情
報
漏
洩
９
割
は
あ
な
た
の
う
っ
か
り
ミ
ス

「
あ
い
つ
ら
は
自
分
た
ち
と
は
違
う
」
と
い
う
病

大
本
営

面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
理
科

二
万
年
の
奇
跡
を
生
き
た
鳥
ラ
イ
チ
ョ
ウ

福
島
原
発
事
故 

県
民
健
康
管
理
調
査
の
闇

日
本
銃
砲
の
歴
史
と
技
術

県
民
ご
は
ん
、
作
っ
て
み
ま
し
た
！

仏
像
の
顔

三
谷
幸
喜
の
あ
り
ふ
れ
た
生
活

寄
る
年
波
に
は
平
泳
ぎ

表
目
と
裏
目
だ
け
で
編
め
る
軽
く
て
心
地
よ
い
ニ
ッ
ト

呉 

真
由
美

朱

 

熹

出
久
根 

達
郎

加
藤 

九
祚

牧
野 

和
夫

吉
本 

佳
生

中
田

 

亨

後
藤 

和
智

森
松 

俊
夫

左
巻 

健
男

中
村 

浩
志

日
野 

行
介

宇
田
川 

武
久

も

ぐ

ら

清
水 

眞
澄

三
谷 

幸
喜

群 

よ
う
こ

文
化
出
版
局

趣
味
・
実
用

新 着 図 書 案 内
十
一
月
に
死
ん
だ
悪
魔

お
伊
勢
も
の
が
た
り

ハ
ル
モ
ニ
ア

た
か
ら
も
の

蛇
行
す
る
月

偸
盗
の
夜

金
色
機
械

さ
さ
み
み
さ
さ
め

ユ
ニ
コ
ー
ン

さ
わ
ら
び
の
譜

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎

東
京
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

ス
ナ
ッ
ク
ち
ど
り

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 25 年 12 月～ 1月）

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター
11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

12 月 11・25 日 12 月 13・27 日 12 月 4・18 日 12 月 6・20 日
1 月 15・29 日 1 月 17・31 日 1 月 8・22 日 1 月 10・24 日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

巡
回
日

愛
川

 

晶

梶 

よ
う
子

鹿
島
田 

真
希

北
原 

亞
以
子

桜
木 

紫
乃

澤
田 

ふ
じ
子

恒
川 

光
太
郎

長
野 

ま
ゆ
み

原
田 

マ
ハ

葉
室

 

麟

万
城
目 

学

吉
川 

ト
リ
コ

よ
し
も
と 

ば
な
な

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
日
曜

日
の
午
前
１０
時
か
ら
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
０
才
児
を

対
象
に
、
４
ヶ
月
健
診
の
時
に
お

子
様
へ
の
絵
本
を
選
ん
で
い
た
だ

き
、
翌
月
に
お
子
様
と
保
護
者
に

対
し
て
、
図
書
館
か
ら
楽
し
い
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
方
や
、
幼
児
期

の
絵
本
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
な

ブックスタートの様子

　

図
書
館
で
は
「
郷
土
の
本
」
の

寄
贈
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
村

史
な
ど
を
は
じ
め
、
集
落
の
歴
史

や
偉
人
に
関
す
る
本
な
ど
、
郷
土

に
関
す
る
本
で
あ
れ
ば
可
能
な
範

囲
で
御
寄
贈
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

　

特
に
昭
和
12
年
９
月
25
日
発

行
の
﹃
富
倉
郷
土
誌
﹄
は
、
現
在

複
写
し
た
資
料
し
か
所
蔵
し
て
お

ら
ず
、
原
本
を
お
持
ち
の
方
で
、

寄
贈
可
能
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
図
書
館
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。


